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し、2 ヶ月を超える長期の運転においても SAD による効果的な窒素除去が可能であることを実証するとともに、流
入水の C/N比がその性能に多大な影響を与えることを見出し、重要な操作パラメータであることを明示している。 
（４）SADを導入した循環式硝化脱窒プロセスの数理モデルを構築して、数値シミュレーションにより SAD導入によ
ってもたらされる効果を既存プロセスとの比較により評価し、低 C/N比の下廃水を低い硝化液循環比で処理した場
合において、より良好な窒素除去性能が得られことを明らかにし、また、プロセス全体として硝化に必要な酸素量
を大幅に削減できる試算を提示している。 
これらの研究成果により、ここで提案した SAD を、既存の硝化脱窒プロセスに導入することによって、省エネルギ
ー性と経済性に優れた新たな窒素除去プロセスが構築できることを結論付けており、水域の富栄養化防止に貢献する
下廃水処理の有望な選択肢を提示できたものと評価できる。 
以上のように、本論文は環境・エネルギー工学、特に水環境の保全技術の発展に大いに寄与するものといえる。 
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
 
 
